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2020 年度「東京経大学会誌総目次」（第 307 号～310 号）

■第 307 号（2020 年 12 月）

論　　文
生活世界と実践論的転回―ハイデガーと社会的実践理論（1）� 福　士　正　博

Cascading Effects of Government Spending� 浄　土　　　渉

ニーダーライン原経済圏の漸移地帯（1）

　―「都市連合の三角形」の事例に即して―� 渡　辺　　　尚

オゾン利用で新型コロナウイルス対策を� 周　　　牧　之

研究ノート
応用ミクロ経済学セミナーの活動について� 黒　田　敏　史

日本のスマートシティ実験：

　柏の葉スマートシティとFujisawaSST の事例� 羅　　　歓　鎮

近代日本・アジア関係視覚資料の所蔵・公開・研究の現状� 橋　谷　　　弘

■第 308 号（2020 年 12 月）

論　　文
アフリカにおけるネット小売先進市場ケニアの現状

　―国家要素の弱さを補完するエムペサとボダボダによる小売革新を中心として―

� 丸　谷　雄一郎

リーダーシップ研究の変遷―シェアド・リーダーシップの視点から―� 一　宮　　　剛

原　口　恭　彦

ミシンとイギリス衣類産業（Ⅲ）

　―1880 年代シンガー社ロンドン本部の経営戦略―� 田　中　智　晃

研究ノート
特許権侵害の差止請求を認容した確定判決の再審における特許無効の抗弁の可否

� 小　島　喜一郎
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■第 309 号（2021 年 2 月）

論　　文
経済学原理論における「市場機構」と「市場組織」

　流通過程の不確定性と利潤率均等化の観点から� 岩　田　佳　久

アベノミクスの失敗から学ぶ― 経済政策運営の設計方法 ―� 井　上　裕　行

Critical Discount Factors for Maximal Collusion in Cournot Oligopoly Supergames

� 牛　尾　吉　昭

戦前のバンコク港の役割と課題 1913/14―1939/40 年度� 南　原　　　真

東アジアにおける食生活の変化と農業問題� 李　　　海　訓

新型コロナパンデミック：

　ゼロ・COVID-19 感染者政策Vs ウイズ・COVID-19 政策� 周　　　牧　之

生活世界と実践論的転回：ハイデガーと社会的実践理論（2）� 福　士　正　博

研究ノート
「最後の貸し手」に関するバジョットの見解� 野　田　弘　英

■第 310 号（2021 年 2 月）

陣内良昭教授近影

陣内良昭教授退任記念号の発刊に寄せて� 吉　田　　　靖

陣内良昭教授年譜ならびに主要業績

退任記念講義
最終講義：簿記とアカウンタビリティの原理について� 陣　内　良　昭

論　　文
為替予約によるヘッジ会計の批判的考察� 奥　田　英　治

孫会社におけるのれんと少数株主持分―Bogie 学説を拠り所として―� 神　納　樹　史

資源依存後発途上国ガーナにおけるウォルマートの現地化戦略� 丸　谷　雄一郎

内部情報の質と企業の投資行動� 藤　谷　涼　佑

中小企業事業承継の 5つのステップと戦略的廃業概念� 成　川　正　晃

加　藤　恵一郎

分散型台帳技術の企業会計への適用に関する検討
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　―情報移動手段としてのサイドチェーンの活用―� 板　橋　雄　大

ガルシア・クレマンス

日本企業の現金保有の決定要因：上場企業と非上場企業の比較� 金　　　鉉　玉

安　田　行　宏

イノベーション論の暗黙の前提を探る―古典文献の再サーベイより―� 加　藤　みどり

The Parallel Innovation of Musical Instruments

　―The Development History of Emotionally Engaging Products in Japan―

� 田　中　智　晃

使用価値とマーケティング� 近　藤　浩　之

研究ノート
回収率が回収品処理費に影響する場合の

　閉ループ型ロジステックスシステムの回収インセンティブ率の決定� 若　尾　良　男

コロナ・インパクト

　―コロナ自粛生活期間のドラッグストア利用状況―� 本　藤　貴　康


